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(論文内容の要旨)

ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽの開発は設計､試作､評価の3つのｽﾃｯﾌﾟを繰り返して進められるo

本論文では､ﾌﾟﾗﾝﾄ運転ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽの評価を支援する2つの方法を提案する｡それ

らはｸﾞﾗﾌｲﾂｸ画面上のｱｲﾃﾑの視認のし易さを評価する静的評価と異常時にｵﾍﾟﾚ-ﾀの

状況把握を助けるｱﾗ-ﾑｼｽﾃﾑを評価する動的評価である｡

ｸﾞﾗﾌｲﾂｸ画面上のｱｲﾃﾑを人間の視羅のし易さの執点から評価するため､人間の視覚ﾓ

ﾃﾞﾙを応用した｡これを:輝[j激と感覚の関係を表したWeberiechnerの法則を｣財ﾋしたﾓﾃﾞﾙで､

個々のｱｲﾃﾑ毎に視覚強度を計算するのに用いた｡この計算に基づいて閥値を用いて視静性に

問題のあるｱｲﾃﾑを見つけ､それらを改善する方法を軽案した｡

ﾌﾟﾗﾝﾄ異常時にｱﾗ-ﾑｼｽﾃﾑがｵﾍﾟﾚ-ﾀの状況把握に役立つかどうかを評価するのに､

ｵﾍﾟﾚ-ﾀ(人間)に代わって異常を検知し原因の診断を行うﾋｭ-ﾏﾝﾓﾃﾞﾙを開発した｡こ

のﾓﾃﾞ/ﾚはCardらの軽案したModel批m弧Processorの考え方を計算機上でﾘｱﾙﾀｲﾑで動

くように拡張したもので､基本構造をま知覚ﾌﾟﾛｾｯｻ､短期および長期記隆装置､認知判断ﾌﾟﾛ

ｾｯｻ,運動ﾌﾟﾛｾｯｻから作られている｡ﾌﾟﾗﾝﾄ運転ｲﾝﾀﾌｪ-ｽのもつﾌﾟﾛｾｽ変数情

報､異常原因とﾌﾟﾛｾｽ変数との因果関係､ｱﾗ-ﾑの設定に関する知識べ-ｽと共に異常発生

時の思考･行動三封【財ﾐ長期記憶に格納されている.ｵﾍﾟﾚ-ﾀﾓﾃﾞﾙさま何らかの異常検出によっ

て､この手順に沿って異常原因の探索を行うoこの剖膜実行は､知覚･認知判断･運動ﾌﾟﾛｾｯ

ｻおよび短期･長期記除での-連のﾀｽｸ実行ｼｰｹﾝｽとして記録される.この履歴をいくつ

かの指標を用いて分析することによってｱﾗ-ﾑｼｽﾃﾑのﾕ-ｻﾞﾋﾞﾘﾃｲを評価する方法を提

案した｡

手紘の有妙性および有用性を確羅するため､ﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ用ﾎﾞｲﾗ-ﾌﾟﾗﾝﾄｼﾐｭﾚ-ﾀの

もつ監軸酢画面およびｱﾗ-ﾑｼｽﾃﾑについて､軽案した静的評価および動的評価を行った｡

ｸﾞﾗﾌｲﾂｸ画面についてt路画面について視静性の悪いｱｲﾃﾑを見つけ修正した結果､祝鼠

性が改善された｡ｱﾗ-ﾑｼｽﾃﾑについては評価結果に基づいてｱﾗ-ﾑ設定を修正した結果､

想定した十連の異常原因に対して､全体的に異常原困の発見が早くなった｡これらのｹ-ｽｽﾀ

ﾃﾞｨによって提秦事法が設計支援として使えることを示した｡
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(論文審査結果の要旨)

ﾌﾟﾗﾝﾄ運転における監視制御において､ｸﾞﾗﾌｲﾂｸ画面の表示や適切なｱﾗ-

ﾑ設定はｵﾍﾟﾚ-ﾀにとってきわめて重要な要件であるが､統-的な評価および設計

指針がないのが現状である｡本研究は､これらのﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪ-ｽを評価す

るため､人間の情報処理号ﾃﾞﾙを用いて､監視操作および異常診断のｼﾐｭﾚ-ｼｮ

ﾝを行い､適切な指標を用いて定量的に評価する方法を提案することを目的としてい

る｡

まずｵﾍﾟﾚ-ﾀの監視操作用ｸﾞﾗﾌｲﾂｸ画面の設計では､表示ｱｲﾃﾑの色､大

きさ､形などが間題になる｡不適切なｱｲﾃﾑを検出するため､各表示ｱｲﾃﾑの視

認のし易さを人間の視覚情報処理ﾓﾃﾞﾙを用いて定量化する方法を示した｡続いて画

面上のすべてのｱｲﾃﾑをこの指標を用いて評価し､改善すべきｱｲﾃﾑを検出する

ｼｽﾃﾑを開発した｡このｼｽﾃﾑはｸﾞﾗﾌｲﾂｸ画面の改善や新規画面の設計の初

期段階で有効に使えると考えられる｡

ﾌﾟﾗﾝﾄ運転ではｱﾗ-ﾑが正常状態からのずれや危険領域-の侵入をｵﾍﾟﾚ-ﾀ

に知らせる役目を持っている｡しかし不適切に設定されたｱﾗ-ﾑは､ﾌﾟﾗﾝﾄの異

常時にｵﾍﾟﾚ-ﾀの判断･操作の妨げになる｡ｱﾗ-ﾑが適切なﾀｲﾐﾝｸﾞでｵﾍﾟﾚ

-ﾀに出されるかどうかを確認するためには､個々のｾﾝｻ-情報からﾌﾟﾗﾝﾄ異常

を検知し､異常の原因をつきとめるｵﾍﾟﾚ-ﾀによる検証が必要である｡しかし､変

更の多い設計段階からｱﾗ-ﾑｼｽﾃﾑのﾕ-ｻﾞであるｵﾍﾟﾚ-ﾀの参加を求めるこ

とは難しく､本研究では､認知情報処理ﾓﾃﾞﾙを基本とするｵﾍﾟﾚ-ﾀﾓﾃﾞﾙを仮想

被験者として､ｱﾗ-ﾑ設定の評価を行う方法を提案している.このｵﾍﾟﾚ-ﾀﾓﾃﾞ

ﾙは異常診断に必要なﾌﾟﾛｾｽ変数間の因果関係について基本的な知識をもったﾚべ

ﾙのｵﾍﾟﾚ-ﾀと見なすことが出来る｡このﾓﾃﾞﾙの特徴は､想定する異常原因が追

加された場合においても簡単に知識ﾍﾞ-ｽを拡張できる点にある｡実際に､ｵﾍﾟﾚ-

ﾀﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ用のﾘｱﾙﾀｲﾑｼﾐｭﾚ-ﾀとPC上にｲﾝｽﾄ-ﾙしたｵﾍﾟﾚ-

ﾀﾓﾃﾞﾙを結合して､想定したすべての異常原困のもとで異常原困の診断をさせてい

る｡それらのｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ結果を評価してｱﾗ-ﾑの設犀を改善できることを示

したことは提案手法の実用性を示したものと考えられる｡

以上のように､本論文は,,7oﾗﾝﾄの監視制御の基盤であるｸﾞﾗﾌｲﾂｸ画面およ

びｱﾗ-ﾑ設定について､人間の情報処理ﾓﾃﾞﾙによるｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ結果を用い

て解析し,その結呆を設計にﾌｲ-ﾄﾞﾊﾞｯｸする方法を示したものとして､ﾋｭ-ﾏ

ﾝﾏｼﾝｼｽﾃﾑ､ﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪ-ｽの分野において､学術上､実用上寄与

するところが少なくない｡よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるも

のと認める｡


